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による音波干渉が認められた場合にはレーザー式測高
器（レーザーテクノロジー社製 TruPulse360R）を併用
して測定した．胸高直径・樹高とも前回の測定結果と
比較し，測定値が下回ったり，同じであったり，過大
であった場合には再測を行い，測定値の確認を行った．

3．測定結果の概要
　長伐期施業試験林の概要を表－ 1に，測定結果の概
要を表－ 2に示す．本試験林では 2010年度に Plot.2-2，
2011年度に Plot.1-1において間伐が実施されているが，
前回測定以後に間伐は行われていない．本調査で確認
された枯死木は Plot.1-2の１本のみであった．
　材積の算出には福田（2012）による船生演習林ヒ
ノキ立木幹材積材積式を使用した．4プロットとも概
ね 20 m3／年前後の材積成長が認められた．Plot.2-1以
外の林分では前回調査時よりも成長量の増加が確認さ
れ，一般的に高齢林の傾向として指摘されるような成
長の鈍化は本試験林では認められない．近年間伐が行
われていない Plot.1-2，2-1では相対幹距比が 15％を下
回っており密度調整が必要となってきている．

4．おわりに
　今回の調査で本試験林では 1976年の林齢 67年時か
ら 45年間計 9回の調査が実施されたことになる．当
地が演習林となる以前の明治末期に植栽された林分で
長伐期施業における林分構造の動態把握，長伐期施業
用の材積表，収穫表の調製や作業システムの検討など
多くの成果が期待されている．近年，当試験林を対象

1．はじめに
　長伐期施業試験林は 2022年現在林齢 113年のヒノ
キ林分で 1976年の第 1回定期測定（藤原 1977）以降，
第 2回（内藤ら 1982），第 3回（Fujiwara et al. 1987），
第 4回（藤原ら 1977），第 5回（藤原ら 1997），第 6回（内
藤ら 2008），第 7回（松英 2012），第 8回（松英 2017）
と原則 5年間隔で計 8回の測定報告がされている．内
藤ら（2008）によると 2001年については測定が行わ
れたものの報告が行われていない．
　今回の測定は 2021年 12月 6日，7日，14日に実施
され，宇都宮大学農学部森林科学科 河合拓務，菊地真
以，鈴木香乃，高橋和希，星野清虎諸氏の協力を得た．
調査および樹木番号のリペイントに延べ 15人・日の
作業を要した．

2．測定方法
　胸高直径・樹高とも試験林内の全立木について毎木
調査を行った．胸高直径は金属製の輪尺を使用し山側
一本差しの mm単位までの測定，樹高測定については
音波式測高器（ハグロフ社製 VertexIV）を用いて cm
単位までの測定を行った．ただし，複数台の近接使用
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表−１　長伐期施業試験林の概要
標準
地名 林小班 樹種 面積

（ha）
測定時
林齢（年） 測定年月 備考

Plot.1-1２林班 を3小班 ヒノキ 0.191 112 2021年12月 2011年度間伐
Plot.1-2２林班 を3小班 ヒノキ 0.285 112 2021年12月
Plot.2-1２林班 を4小班 ヒノキ 0.233 112 2021年12月
Plot.2-2２林班 を4小班 ヒノキ 0.334 112 2021年12月 2010年度間伐

表−２　長伐期施業試験林 2021年度測定結果の概要

標準地名 測定時林齢
（年）

立木密度
（本 /ha）

平均胸高直径
（cm）

平均樹高
（m）

平均幹材積
（m3）

立木幹材積
（m3/ha）

胸高直径断面積
合計（m2/ha）

林分胸
高係数 形状比 相対幹距 年材積成長量

（m3/ha）
Plot.1-1 112 381 40.7 29.0 1.769 674.70 50.65 0.459 0.712 17.65 20.50
Plot.1-2 112 726 37.7 29.5 1.642 1198.28 85.43 0.475 0.782 12.57 25.83
Plot.2-1 112 553 40.9 31.9 2.030 1123.03 75.66 0.465 0.780 13.33 17.97
Plot.2-2 112 404 45.6 32.7 2.487 1004.13 67.62 0.454 0.717 15.20 19.46
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に航空機 LiDAR，地上型 LiDAR，UAV-LiDAR，UAV-
SfMによる計測が実施されており林内および林冠につ
いて詳細な点群データが整備されている．長期にわた
る現地調査結果と組み合わせて活用することで人工林
の成長動態についてより多面的な検討が可能となるこ
とが期待される．なお，今回の測定では宇都宮大学農
学部森林科学科森林計画学研究室の専攻生，試験林の
日常の管理には演習林職員の協力を戴いている．ここ
に関係各位に厚く謝意を表す．

本資料結果の使用について
　なお，本資料の結果を使用する際には宇都宮大学農
学部附属演習林利用規定に則った手続きを行う必要が
ある．
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付表．長伐期施業試験林　2021年度測定結果
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